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１．組織の概要、社是、事業活動の概要 
 
・事業所名及び代表者氏名 山武設備株式会社 
    代表取締役 青木 茂篤 
 
・所 在 地  本 社     静岡市清水区船越南町 240－1 
    船越倉庫    静岡市清水区木の下町 105 
    吉川倉庫    静岡市清水区吉川 780 
    庵原資材置場  静岡市清水区原 38－1 
    日本平資材置場 静岡市清水区草薙 427－16 
 
・環境管理責任者氏名 平井 達哉（環境管理責任者・常務取締役） 
 及び担当者連絡先  望月 克晃（事務局） 

     TEL：054－351－2551 
     FAX：054－351－2567 
     Mail：infoo＠yyamatake－setsubi.co.jp 
 
・建設 業許 可  静岡県知事許可（特-3）第 2932 号 
    管、土木、とび・土工、水道施設、舗装 工事業 
 
・営業許可・指定  静岡市指定給水装置工事事業者  第 215 号 
              静岡市下水道排水設備指定工事店 第 242 号 
              静岡ガス㈱指定工事店認可    第 20326 号 
 
・法人設立年月日  昭和 50 年 6 月 6 日 
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・事業活動の内容  上水道・工業用水道本管布設工事 
    下水道管布設工事 
    給排水衛生設備工事、消防設備工事 
    産業廃棄物収集運搬業 
 
・事業 の規 模  2022 年度（2022 年 6 月 ～ 2023 年 5 月） 

    年間売上高   474,230 万円(税抜) 
    工事件数   560 件 
    従業員数   24 人 
    資本金    2,000 万円 
    本社社屋延床面積,敷地面積 264 ㎡ , 396 ㎡ 
    船越倉庫延床面積,敷地面積 250 ㎡ , 825 ㎡ 
    吉川倉庫延床面積,敷地面積 330 ㎡ , 706 ㎡ 
    庵原資材置場敷地面積  1240 ㎡ 
 
 

社 是「真心と技術」 
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・産業廃棄物収集運搬業許可 静岡県 許 可 番 号：第 02201081879 号 
     許可年月日：令和 3 年 12 月 26 日 
     有効年月日：令和 8 年 12 月 25 日 
 
・事業の区分  収集運搬（積替え及び保管行為を除く） 
 
・産業廃棄物の種類 廃プラスチック類（水銀使用製品産業廃棄物を含む）、金属くず（水銀使用製品産

業廃棄物を含む）、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器く

ず（石綿含有廃棄物及び水銀使用製品産業廃棄物を含む）、がれき類（石綿含有廃棄物を含む）、

紙くず、木くず、繊維くず 
 
・運搬車両の種類と台数 2t ダンプ（1 台）、3t ダンプ（10 台） 
    4t ダンプ（2 台） 
 
・収集運搬量・売上高 受託した産業廃棄物収集運搬量 0.50ｔ 
    収集運搬売上高   7.26 万円(税込) 
 
・廃棄物処理料金  収集運搬料金については、種類、量、距離により 
    計算見積致します 

 
・有資格者   土木施工管理技士  １級（１０名） ２級（９名） 

    管工事施工管理技士 １級（７名） ２級（３名） 
    舗装施工管理技術者 １級（２名） ２級（２名） 
    配管基幹技能者      ６名 
    配管技能士     １級（６名） ２級（１１名） 
    水道施設管理技士  ２級（１名） ３級（３名） 
    建設機械施工技士  ２級（２名） 
    建設業経理事務士  ２級（３名） 
    給水装置工事主任技術者   （１３名） 
    下水道排水設備工事責任技術者（１４名） 
    消防設備士 （５名） 
    浄化槽設備士（１名） 
    JUIDA 認定（無人航空機操縦技能者）（４名） 
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２．環境経営方針 
 
基本理念  
 

山武設備株式会社は、当社の事業活動において自然環境の保全と  
維持及び経営と環境の両面において継続的な改善に努め、さらに

高い目標に向かって持続可能な次世代に残るより良い地球環境

づくりに、社員一丸となって貢献していきます。  
 
基本方針  
 

１．事業所及び現場で使用する電気、燃料、水の使用量削減に  
努め、ＣＯ２総排出量の削減に取り組みます。  

 
２．現場で発生した産業廃棄物、事業所で発生する資源ゴミについて  

分別・再資源化に努め、廃棄物総排出量の削減に取り組みます。 
 
３．環境関連法規等の遵守に努めます。  
 
４．グリーン商品を積極的に購入します。  
 
５．社員及び協力会社に環境経営方針を周知徹底し、環境保全に  

対する教育活動を定期的に行い、自己啓発を高めより一層  
邁進して行きます。  

 
６．資材倉庫に隣接する公園の清掃活動を実施して周辺の  

環境美化に寄与します。  
 
７．上下水道の漏水復旧を迅速に行い、住民の生活及び  

環境保全に努めます。  
 
８．ライフラインの更新や維持を通じて上水道の漏水率を  

低減し、環境負荷の抑制に貢献していきます。  
 
９．静岡市内における上水道老朽管更新 2000ｍを目標と掲げ、  

発注工事を受注できるよう会社総合力を高め、品質の高い  
インフラ整備に努めていきます。  

 
制定日 2007 年 9 月 1 日  
改定日 2021 年 6 月 1 日   
山武設備株式会社  
代表取締役 青木  茂篤  
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３．環境経営目標 
 
 

年度 基準 2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 

目標削減率 100% 97.5% 97.0% 96.5% 96.0% 

1.二酸化炭素 kg-CO2/年 90,763 88,494 88,040 87,586 87,132 

電力 kWh/年 23,898 23,779 23,659 23,540 23,420 

ガソリン L/年 10,784 10,514 10,460 10,407 10,353 

軽油 L/年 22,123 21,570 21,459 21,349 21,238 

都市ガス Nm3/年 18 17.6 17.5 17.4 17.3 

2.廃棄物 kg/年 4,633 4,517 4,494 4,471 4,448 

産業廃棄物 kg/年 4,097 3,995 3,974 3,954 3,933 

一般廃棄物 kg/年 536 523 520 517 515 

3.総排水量 m3/年 165 165 165 165 165 

4.水使用量 m3/年 252 252 252 252 252 

5.グリーン購入 ％ 76 76 76 76 76 

6.地域貢献活動 回 24 24 24 24 24 

7.上水道工事延長 ｍ 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 
 
※基準について(1～4)は 2014 年から 2016 年までの実績平均値 
※目標の基準に利用する電気事業者別二酸化炭素排出係数 

0.426 (kg-CO2/kWh)「R1 中部電力ミライズ株式会社」(調整後係数) 
※電力の基準は 2018 年から 2020 年までの実績平均値 
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１）二酸化炭素排出量 
排出量で毎年基準比 0.5％の削減を行い 4 年間で基準比 2％の削減を目標とする。 
※基準：2014 年から 2016 年までの平均値 
※2017～2020 年の 4 年間で 2％の削減を実施。年 0.5％の削減を継続中 
 
個別目標の電力については 2018 年から 2020 年までの平均値を基準とし、 
2021 年より毎年基準比 0.5％の削減を行う。 

 
２）廃棄物排出量 
排出量で毎年基準比 0.5％の削減を行い 4 年間で基準比 2％の削減を目標とする。 
※基準：2014 年から 2016 年までの平均値 
※2017～2020 年の 4 年間で 2％の削減を実施。年 0.5％の削減を継続中 
※工事内容に大きく依存するため Co 殻、As・Co 殻、建設汚泥については数量の把握 

のみとし目標からは除外する 
工事で排出された廃棄物に関して可能な限りの再資源化と適切な管理を行う。 

 
３）総排水量 
総排水量においては生活用に限られており、これ以上の削減は難しいので現状維持を 
目標とする。現状維持を目標とするが節水を心がけ、排水量を減らすよう努力する。 
※基準：2014 年から 2016 年までの平均値 

 
４）水使用量 
水使用量においては大部分が生活用等に限られており、これ以上の削減は難しいので 
現状維持を目標とする。現状維持を目標とするが節水を心がけ、雨水を利用するなど 
少しでも使用量を減らすよう努力する。 
※基準：2014 年から 2016 年までの平均値 

 
５）グリーン購入 
以前よりグリーン商品を積極的に購入しており、これ以上グリーン商品の品目比率を 
高める事は非常に困難の為、現状維持を目標とする。現状維持を目標としているが、 
今後もグリーン商品の購入や、さらにグリーン商品を採用できないか検討を行う。 
※基準：2007 年から 2016 年までの平均値 

 
６）地域貢献活動 

2007 年 9 月より会社近隣の公園の清掃美化活動を月 2 回実施してきた。 
今後もこの活動を継続的に実施し、月 2 回（年 24 回）地域の清掃活動を目標とする。 
その他必要に応じて実施する。 
 

７）上水道工事延長 
静岡市内の上水道工事を 2,000m 行うことを目標とする。 
※参考：2017 年から 2019 年までの平均は 1,898m 
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４．環境経営計画 
 
新型コロナウイルスの対策の為、活動に関しては感染症対策に留意しながら行う。 
（※に関しては感染症対策留意部分） 
● 二酸化炭素排出量の削減 
［１］電気使用量の削減 
（１）エアコン温度の適正管理をする。 

（夏の冷房時の室温は 28℃、冬の暖房時の室温は 20℃） 
（夏場は熱中症にならないよう温度だけでなく湿度にも注意する） 
（※換気のため一部窓を開放している事から温度管理を適切に行う） 

（２）定期的に温度を確認し、エアコンの不必要な利用を抑える。 
（３）冷暖房の温度ムラを攪拌する事により、空調効率を向上させる。 
（４）冷暖房の効率を高めるため窓に断熱フィルムを貼り、必要に応じてブラインドを閉める。 

（※効率が低下するが、定期的な換気や一部窓を開けて作業を行う） 
（５）必要な範囲の冷暖房の効率を高めるため、スクリーンカーテンを利用する。 
（６）照明を休憩、外出時に消灯する。 
（７）長時間使用しないパソコンの電源を切る。 
（８）普段利用しない機器の電源を切り、待機電力を削減する。 
（９）エアコンやパソコンなど、電力効率が良い機器を採用する。 
（１０）レイアウトの見直しを行い、フロアを統一するなどして照明、冷暖房の使用量を抑制 

する。（※社員間の距離を離す為、感染状況に応じてフロアを分離する） 
（１１）ディスプレイの輝度を抑える。 
（１２）エアコンやパソコンの自動電源 OFF を設定し、消し忘れ時の無駄な消費を抑える。 
 
［２］化石燃料の削減 
（１）エコドライブを徹底する。（空吹かしをしない、適正回転数の運転など） 
（２）積載量を遵守する。 
（３）定期的整備の実施を行い、燃料効率の悪化防止に努める。 
（４）燃費を確認しエコドライブの効果確認、車両状態の把握に利用する。 
（５）徒歩通勤、自転車通勤、公共交通機関の利用を推奨する。 
（６）アイドリングストップを実施する。 
（７）車両点検簿にアイドリングストップ実施を記入する。 
（８）現場事務所に車両を置いて、事務所との往復を乗り合いで移動する。 

（※乗り合いで移動する際はマスクの着用、窓を開けるなどの対策を行う） 
（９）開発した燃費管理ソフトの更新、利用状況を確認する。 
（１０）効率的な工事を行い、無駄な燃料を使用しない。 
（１１）重機に関して無駄な燃料を使用しないよう徹底する。 
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● 廃棄物排出量の削減 
［１］一般廃棄物の削減 
（１）瓶、カン、ペットボトルの分別を徹底しリサイクルに出す。 
（２）書籍、新聞、コピー用紙などは古紙再生事業所に搬入し、再生紙のリサイクルに努める。 
（３）用紙は種類によって普通紙、厚紙などの分別をしっかりと行う。 
（４）使用済みの封筒を再利用する。 
（５）積極的に裏紙を利用し、可能な限り両面印刷をする。 
（６）極力データ化を行いパソコン上で閲覧する。 
（７）印刷する時は原稿をチェックしミスを無くす。 
（８）シュレッダーの代わりにエコロック（機密文書リサイクルシステム）を使用する。 
［２］産業廃棄物の削減 
（１）分別をしっかりと行い、再利用可能なものは再利用する。 
（２）コンクリート殻、アスファルト殻などは、現場毎により近い中間処理所事業所と契約書・ 

マニフェスト票管理を行い、適正な収集運搬処分によりリサイクルを実施する。 
（３）粗大ゴミ、ビニール、プラスチック類などは、事業所では産業廃棄物となるので、同様の 

契約書・マニフェスト票管理を行い、処理事業所に自社運搬する。 
（４）在庫管理を行い適切な在庫量で、不良在庫を出さない。 
（５）再資源化が適切に行われているか現場及び資材置場の定期的な巡視と、マニフェスト管理 

が適切に行われているか指導を行う。 
 
● 水使用量の削減 
・水使用量の削減 
（１）使用に際しては水の垂れ流し状態を無くし、こまめに蛇口を閉める。 

（※使用水量が増えるが感染症対策の為、手をこまめにしっかりと洗う） 
（２）節水コマを使用し水量を抑える。 
（３）雨水貯留タンクを設置し、使用する水の量を抑える。 
 
● グリーン購入 
・グリーン商品購入の取組 

商品を購入する場合、積極的にグリーン商品を購入する。 
 
● 地域貢献活動 
・公園清掃美化活動の取組 

会社近隣の公園の清掃活動を、月に２回全社員および協力業者の方と行う。 
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● その他の取組 
・上水道工事延長の取組 

静岡市における上水道本管の布設や布設替え工事を行う。 
 
・上水道漏水復旧の取組 

静岡市における上水道本管や各家庭の漏水の復旧を行う。 
 
・社会貢献自動販売機の取組 

障害者スポーツを支援するため、船越倉庫に「ふじっぴー寄付型自動販売機」を設置する。 
 
・資格取得の取組 

資格の取得を支援する取り組みを行う。 
 
・経営改善の取組 
（１）５Ｓ活動（整理・整頓・清掃・清潔・躾）を実施し、作業環境や作業方法の改善を通じて 

生産性を高め、様々な無駄をなくす。 
（２）ビジネスチャットを使用して社員全体で情報を共有する事により無駄をなくす。 
（３）クラウドを有効活用し業務改善を行う。 
（４）現場で空調服を使用するなど熱中症対策及び安全性の向上、ミスの低減を行う。 
（５）新しい工具を導入し、作業効率を向上させる。 
（６）ドローンの有効活用をする。 
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環境経営計画スケジュール及び進捗管理表 
 
記号（○計画・予定 ●実施済み ▲一部実施 ■見直し・変更）、 四半期毎の評価は 1～5 点 

 
種
別 

担
当 No. 項目 6 月 7 月 8 月 1/4 9 月 10 月 11 月 2/4 12 月 1 月 2 月 3/4 3 月 4 月 5 月 4/4 

電
気
使
用
量
の
削
減 

山
田 

1 エアコン温度の適正管理 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  

2 空調使用抑制 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  

3 空調効率向上(攪拌)  ○             ○  

4 空調効率向上(断熱)   ○            ○  

5 空調効率向上(分離)     ○          ○  

6 照明の管理      ○         ○  

7 電源の管理(PC)       ○        ○  

8 電源の管理         ○      ○  

9 電力効率化の検討          ○     ○  

10 レイアウトの見直し           ○    ○  

11 ディスプレイの省電力             ○  ○  

12 消し忘れ時の消費抑制              ○ ○  

化
石
燃
料
の
削
減 

藤
田 

1 エコドライブの徹底 ○              ○  

2 積載量の遵守  ○             ○  

3 定期的整備の実施   ○            ○  

4 燃費の計測     ○          ○  

5 通勤の環境配慮      ○         ○  

6 アイドリングストップ実施       ○        ○  

7 アイドリングストップ記録         ○      ○  

8 車両利用の効率化          ○     ○  

9 燃費管理ソフト           ○    ○  

10 効率的な工事             ○  ○  

11 重機の使用燃料              ○ ○  

一
般
廃
棄
物
の
削
減 

草
ヶ
谷 

1 リサイクルの確認(飲料) ○              ○  

2 リサイクルの確認(紙類)  ○             ○  

3 リサイクルの分別(紙類)   ○            ○  

4 再利用(封筒)     ○          ○  

5 再利用(裏紙)      ○     ○    ○  

6 用紙の削減       ○      ○  ○  

7 ミスプリントの削減         ○     ○ ○  

8 用紙のリサイクル          ○     ○  

産
業
廃
棄
物
削
減 

濁
沼 

1 分別と再資源化 ○    ○    ○    ○  ○  

2 適正な収集運搬処分(現場)  ○        ○     ○  

3 適正な収集運搬処分(事業所)   ○            ○  

4 在庫管理      ○     ○    ○  

5 現場及び資材置場の巡視       ○       ○ ○  

水
使
用
量 

山
田 

1 水の節水 ○  ○   ○   ○  ○   ○ ○  

2 水量の調整  ○             ○  

3 水の使用量抑制     ○        ○  ○  

他 

望
月 

- グリーン購入 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  

- 地域貢献活動 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  

- その他の取組 ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  ○ ○ ○  

   環境管理責任者評価     

   代表者評価コメント     

 
上記項目は年間を通して実行しているものが多いが、○の実施予定の所で、取組状況の確認や、取組強化の実

施を行う。 
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５．実施体制 
 

制定日 2007 年 9 月 1 日 
改訂日 2021 年 6 月 1 日 

＜組織図＞ 
 

 
 
 
 ＜種まきの会（月１回）＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代表者：青木 茂篤 

 
 
環境管理責任者：平井 達哉 

 
 
事務局：望月 克晃 

 
 
推進会議：全員参加 

 

１）環境経営方針の決定 
２）環境管理責任者の任命 
３）資源（人材、資金、技術・設備）の準備 
４）全体の評価と見直し・指示 
５）産業廃棄物処理業の許可申請に関する収集・運搬課程の取得 
６）実施体制の構築 

１）システムの総責任者としての権限を他の責任に関わらず持つ 
２）システムの実績を代表者に報告 

１）システム全般の事務管理 
２）環境関連文章の管理 
３）記録の作成・整理 
４）グリーン購入、地域貢献活動、その他の取組担当 

１）種まきの会（安全衛生協議会）、工程会議を通じて 
エコアクションの情報を共有 

代表者  青木 茂篤 

環境管理責任者 平井 達
哉 

工事部門 藤田昌彦 事務所 山田亜樹子 事務所 草ヶ谷太紀 

電気・水使用量の 
削減担当 

化石燃料の 
削減担当 

一般廃棄物の 
削減担当 

工事部門 濁沼俊郎 

産業廃棄物の 
管理・削減担当 

全体 推進会議 事務局 望月 克晃 
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６．環境経営計画に基づき実施した取組内容 
 
● 二酸化炭素排出量の削減 
［１］電気使用量の削減   担当：山田亜樹子 

No. 項目 6 月 7 月 8 月 1/4 9 月 10 月 11 月 2/4 12 月 1 月 2 月 3/4 3 月 4 月 5 月 4/4 

1 エアコン温度の適正管理 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ■ 5 

2 空調使用抑制 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ■ 5 

3 空調効率向上(攪拌)  ●  5           ■ 5 

4 空調効率向上(断熱)   ● 5           ■ 5 

5 空調効率向上(分離)     ●   5       ■ 5 

6 照明の管理      ●  4       ■ 4 

7 電源の管理(PC)       ● 4       ■ 4 

8 電源の管理         ●   5   ■ 5 

9 電力効率化の検討          ●  5   ■ 5 

10 レイアウトの見直し           ● 5   ■ 5 

11 ディスプレイの省電力             ●  ■ 5 

12 消し忘れ時の消費抑制              ● ■ 5 

記号（○計画・予定 ●実施済み ▲一部実施 ■見直し・変更）、 四半期毎の評価は 1～5 点 

電気使用量削減の取組は年間を通してほぼ実施できた。 
出かける時に照明やパソコンの電源を消すことにしているが、何度か消し忘れが発生していた。

今後、消し忘れをなくすように注意したい。 
少し窓を開けているためエアコンの効きが悪いが、小型の扇風機を使用するなど各自で工夫を行

っている。 
事務所では今まで新型コロナウイルスの対策からフロアを分離してきたが、人数が増えた事もあ

り、常時作業を行うエリアを２箇所とした。その分、使用量が増加している。ただ今までは事務

所と現場用でフロアを分けていたが、現場用の席に事務所の人間が入る事で、よりコミュニケー

ションが取りやすくなった面もある。 
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［２］化石燃料の削減   担当：藤田昌彦 
No. 項目 6 月 7 月 8 月 1/4 9 月 10 月 11 月 2/4 12 月 1 月 2 月 3/4 3 月 4 月 5 月 4/4 

1 エコドライブの徹底 ●   5           ■ 5 

2 積載量の遵守  ●  5           ■ 5 

3 定期的整備の実施   ● 5           ■ 5 

4 燃費の計測     ●   5       ■ 5 

5 通勤の環境配慮      ●  5       ■ 5 

6 アイドリングストップ実施       ● 5       ■ 5 

7 アイドリングストップ記録         ●   4   ■ 4 

8 車両利用の効率化          ●  5   ■ 5 

9 燃費管理ソフト           ● 5   ■ 5 

10 効率的な工事             ●  ■ 5 

11 重機の使用燃料              ● ■ 5 

記号（○計画・予定 ●実施済み ▲一部実施 ■見直し・変更）、 四半期毎の評価は 1～5 点 

化石燃料削減の取組は年間を通して実施できた。 
一部アイドリングストップの記録が未記載であった為、記載を忘れないよう注意したい。 
元請として国道一号線の夜間工事を受注したが、夜間照明を利用する際にエコモードを使用する

など現場においても化石燃料の削減に積極的に取り組めている。 
 
2022 年の 10 月と 12 月に合計 3 台の事務所の乗用車を購入した。車両が古くなってくると、

段々と燃費が悪くなる事から今後も買い替えを検討していきたい。 
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● 廃棄物排出量の削減 
［１］一般廃棄物の削減   担当：草ヶ谷太紀 

No. 項目 6 月 7 月 8 月 1/4 9 月 10 月 11 月 2/4 12 月 1 月 2 月 3/4 3 月 4 月 5 月 4/4 

1 リサイクルの確認(飲料) ●   5         ●  ■ 5 

2 リサイクルの確認(紙類)  ●  5          ● ■ 5 

3 リサイクルの分別(紙類)   ● 5           ■ 5 

4 再利用(封筒)     ●   5       ■ 5 

5 再利用(裏紙)      ●  5   ● 5   ■ 5 

6 用紙の削減       ● 5     ●  ■ 5 

7 ミスプリントの削減         ●   3  ● ■ 3 

8 用紙のリサイクル          ●  5   ■ 5 

記号（○計画・予定 ●実施済み ▲一部実施 ■見直し・変更）、 四半期毎の評価は 1～5 点 

一般廃棄物削減の取組は年間を通して実施できた。 
ミスプリントの削減については、裏紙が沢山になるなどミスプリントが増えている。印刷する前

に確認をしっかりと行い、無駄を出さないようにしたい。 
事務所全体でデュアルディスプレイを採用した事により、パソコン上で閲覧機会が増え、用紙の

削減につながっている。 

   

 
［２］産業廃棄物の削減   担当：濁沼俊郎 

No. 項目 6 月 7 月 8 月 1/4 9 月 10 月 11 月 2/4 12 月 1 月 2 月 3/4 3 月 4 月 5 月 4/4 

1 分別と再資源化 ●   5 ●   5 ●   5 ●  ■ 5 

2 適正な収集運搬処分(現場)  ●  5      ●  5   ■ 5 

3 適正な収集運搬処分(事業所)   ● 5           ■ 5 

4 在庫管理      ●  5   ● 5   ■ 5 

5 現場及び資材置場の巡視       ● 5      ● ■ 5 

 
産業廃棄物削減の取組は年間を通して実施できた。 
産廃廃棄物用のコンテナも利用回数が増えることもなく、現場や資材置場の巡視でも 
特に問題がなく、適切に分別が出来ている。 
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● 水使用量の削減 
・水使用量の削減   担当：山田亜樹子 

No. 項目 6 月 7 月 8 月 1/4 9 月 10 月 11 月 2/4 12 月 1 月 2 月 3/4 3 月 4 月 5 月 4/4 

1 水の節水 ●  ● 5  ●  5 ●  ● 5  ● ■ 5 

2 水量の調整  ●  5           ■ 5 

3 水の使用量抑制     ●   5     ●  ■ 5 

記号（○計画・予定 ●実施済み ▲一部実施 ■見直し・変更）、 四半期毎の評価は 1～5 点 

水使用量削減の取組は年間を通して実施できた。 

  

 
● グリーン購入、地域貢献活動、その他の取組   担当：望月克晃 

No. 項目 6 月 7 月 8 月 1/4 9 月 10 月 11 月 2/4 12 月 1 月 2 月 3/4 3 月 4 月 5 月 4/4 

- グリーン購入 ● ● ● 5 ● ● ● 3 ● ● ● 5 ● ● ■ 4 

- 地域貢献活動 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ■ 5 

- その他の取組 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ● 5 ● ● ■ 5 

 
グリーン購入、地域貢献活動、その他の取組は年間を通して実施できた。 
 
【グリーン購入】 
グリーン商品の品目比率は今年度 78%でした。 
9 月～11 月の第二四半期がグリーン商品の対象外となる品目が多かった。 
 
【地域貢献活動】 
会社近隣の公園の清掃活動を合計 27 回行いました。 
2022 年：17 回（6/08、6/23、7/13、7/27、8/10、8/24、9/14、9/28、10/12、10/26、11/09、11/16、

11/24、11/30、12/07、12/14、12/28） 
2023 年：10 回（1/11、1/25、2/08、2/22、3/08、3/22、4/12、4/27、5/10、5/24） 
 
【上水道工事延長の取組】 
2022 年度は合計 1812ｍの上水道本管の布設替え工事を行いました。 
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【上水道漏水復旧の取組】 
2022年度は合計264件の上水道漏水を復旧しました。 

 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 

道路漏水修理 38件 57件 59件 54件 62件 

工事破損修理 23件 25件 22件 26件 18件 

給水漏水修理 133件 156件 140件 156件 184件 

合 計 194件 238件 221件 236件 264件 

 
【社会貢献自動販売機の取組】 
「ふじっぴー寄付型自動販売機」の設置により下記金額の寄付を行いました。 
年間寄付金額： 81,077円（2021年6月～2023年5月） 
累計寄付金額：779,730円（2013年7月～2023年5月） 

 
【資格取得の取組】 
今年度下記の試験に合格し資格者が増えました。 
１級土木施工管理技士 ：1名 
１級土木施工管理技士補：2名 
２級土木施工管理技士 ：3名 
１管工事施工管理技士 ：1名 
配管基幹技能者    ：2名 

２級配管技能士    ：3名 
給水装置工事主任技術者：1名 
消防設備士      ：1名 
JUIDA認定（無人航空機操縦技能者）：4名 
 

 
【経営改善の取組】 
・社員全員にスマホを導入して全員がビジネスチャットを利用できるようにし、より情報の共有化が 
行われるようになりました。 

・クラウドドライブを採用して現場事務所と事務所のどちらでも作業が出来るようにし、併せて 
災害時のバックアップが強化されました。 

・PCをリモートで遠隔操作するソフトを導入し、その場所まで行かなくて操作できるようにして、 
移動時間の短縮につながりました。 

・現場で使用する作業服を新しくして、空調服も性能が良い物を採用しました。 
・新しい工具（管内カメラ、充電式パワーカッタ、充電式スタンドライト等）を購入し作業効率を向上さ

せました。 
・台風の災害発生時、ドローンを使用して撮影を行いました。 
・建設キャリアアップを元請の全ての工事で採用し、個人のキャリアアップ支援を行うようにしました。 
・年間の休日を前年度より3日増やし、使用エネルギー削減に取り組みました。 
・紙のクリアファイルを導入し、環境意識向上に取り組みました。 
 
【協賛の取組】 
海と日本プロジェクト スポGOMI甲子園2022 静岡県大会に協賛をしました。 
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【災害協定関係の取組】 
 
・災害時における応急復旧活動（静岡市） 
2022年9月23日夜のはじめ頃から24日明け方にかけて、台風第15号の影響により静岡県では 
猛烈な雨が降り、記録的短時間大雨情報が16回発表されるなど記録的な大雨となりました。 
静岡市清水区では取水口に大量の流木や土砂が流れ込み、宮嶋橋の水管橋が落橋し、市内で一時 
約6万3千戸で大規模な断水が長期にわたり発生しました。 
 
弊社では断水が発生してから即座に給水活動を始めました。水管橋が落橋した断水を解消するため、 
現地調査、設計、資材の調達の準備を行い、仮設水道管を橋に布設する復旧工事を行いました。 
その後も濁りの対処や修理など水道の復旧作業に取り組みました。 
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７．環境経営目標の実績及び環境経営計画の取組結果とその評価 
 

 目標 実績 達成率 評価 取組前比 

1.二酸化炭素 kg-CO2/年 88,040 74,115 118.8% ○ -41.8%  

電力 kWh/年 23,659 23,825 99.3% × -19.1%  

ガソリン L/年 10,460 7,148 146.3% ○ -57.0%  

軽油 L/年 21,459 18,287 117.3% ○ -33.6%  

都市ガス Nm3/年 17.5 11.0 159.1% ○ -87.5%  

2.廃棄物 kg/年 4,494 6,156 73.0% × -45.9%  

産業廃棄物 kg/年 3,974 5,680 70.0% × -44.2%  

一般廃棄物 kg/年 520 476 109.2% ○ -60.7%  

3.総排水量 m3/年 165 119 138.7% ○ -26.5%  

4.水使用量 m3/年 252 190 132.6% ○ -52.7%  

5.グリーン購入 ％ 76 78 102.6% ○ － 

6.地域貢献活動 回 24 27 112.5% ○ － 

7.上水道工事延長 ｍ 2,000 1,812 90.6% × － 
 

※達成率：目標／実績（グリーン購入、地域貢献活動、上水道工事延長は 実績／目標） 

※取組前比：エコアクション取組前（2004～2006 年の 3 年間の実績平均値）と比較しての排出量及び使用量 

 
【売上あたりの達成率】 

 基準 目標 実績 達成率 評価 

1.二酸化炭素 kg-CO2/年 90,763 89,022 74,115 120.1% ○ 

電力 kWh/年 23,898 23,923 23,825 100.4% ○ 

ガソリン L/年 10,784 10,577 7,148 148.0% ○ 

軽油 L/年 22,123 21,699 18,287 118.7% ○ 

都市ガス Nm3/年 18.0 17.7 11.0 160.9% ○ 

2.廃棄物 kg/年 4,633 4,544 6,156 73.8% × 

産業廃棄物 kg/年 4,097 4,018 5,680 70.7% × 

一般廃棄物 kg/年 536 526 476 110.5% ○ 
 
※目標の計算式は“基準×年度削減率×（年度売上高／基準売上高）” 

 二酸化炭素目標計算式：90763×0.970×(474.23／469) = 89,022 

※売上あたりの達成率で総排水量、水使用量、グリーン購入、地域貢献活動、上水道工事延長は 

上段の表と同一内容のため省略 
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年間実績の推移（2022 年度実績及び前 3 年間実績） 
 

  2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 

1.二酸化炭素 kg-CO2/年 75,690 83,495 71,437 74,115 

電力 kWh/年 23,757 24,075 23,787 23,825 

ガソリン L/年 6,756 6,387 6,125 7,148 

軽油 L/年 19,333 22,557 18,188 18,287 

都市ガス Nm3/年 6 12 14 11 

2.廃棄物 kg/年 4,090 5,932 4,590 6,156 

産業廃棄物 kg/年 3,600 5,390 4,090 5,680 

一般廃棄物 kg/年 490 542 500 476 

3.総排水量 m3/年 104 124 130 119 

4.水使用量 m3/年 174 190 221 190 

5.グリーン購入 ％ 82 83 82 78 

6.地域貢献活動 回 26 25 27 27 

7.上水道工事延長 ｍ 2,416 2,591 2,823 1,812 
 

※実績に利用する電気事業者別二酸化炭素排出係数 
0.426 (kg-CO2/kWh)「R1 中部電力ミライズ株式会社」(調整後係数) 

※船越倉庫に設置している社会貢献自動販売機の電力については除外する。 

 
主要な環境負荷の年度毎の実績 

  

    

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

[kg-CO2]

二酸化炭素排出量

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

[kg]

廃棄物排出量

80

90

100

110

120

130

140

150

07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

[m3]

総排水量

150

200

250

300

350

400

07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

[m3]

水使用量



 - 20 -

● 電力（kWh） 

 

気温が高かった為、夏場の電力使用量が増

えている。 

年 2020 2021 2022 

合 計 24,075 23,787 23,825 

基準比 118.9% 117.5% 117.6% 

 
● ガソリン（Ｌ） 

 

国道一号線の夜間工事で照明を使用した

為、建設現場でのガソリンが年間を通して

増加した。 

年 2020 2021 2022 

合 計 6,387 6,125 7,148 

基準比 59.2% 56.8% 66.3% 

 
● 軽油（Ｌ） 

 

年間を通して大きな増減はなく、一定して

軽油を消費している。 

年 2020 2021 2022 

合 計 22,557 18,188 18,287 

基準比 102.0% 82.2% 82.7% 

 
● 都市ガス（Nm3） 

 

前年度より全体的に使用量が減っている。 

年 2020 2021 2022 

合 計 12 14 11 

基準比 66.7% 77.8% 61.1% 
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● 産業廃棄物（kg） 

 

廃棄物が出る工事の影響で排出量が増加

した。10 月は台風の災害対応による産業

廃棄物。 

年 2020 2021 2022 

合 計 5,390 4,090 5,680 

基準比 131.6% 99.8% 138.6% 

 
● 一般廃棄物（kg） 

 

年間を通して大きな増減はなかった。 

年 2020 2021 2022 

合 計 542 500 476 

基準比 101.2% 93.2% 88.9% 

 
● 総排水量（ｍ3） 

 

前年度に比べ、全体的に排出量が少し低下

した。 

年 2020 2021 2022 

合 計 124 130 119 

基準比 75.2% 78.8% 72.1% 

 
● 水使用量（ｍ3） 

 

9 月下旬に１週間断水した。断水後、庵原

資材置場で蛇口が開いていて 5m3 ほど平

年に比べ増加した。 

年 2020 2021 2022 

合 計 190 221 190 

基準比 75.4% 87.7% 75.4% 
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■ 評価 
「廃棄物排出量の削減」、「上水道工事延長」の目標が達成できなかった。 
他の「二酸化炭素排出量の削減」、「総排水量の削減」、「水使用量の削減」、「グリーン購入」、

「地域貢献活動」、の 5 項目において目標を達成する事ができた。なお売上あたりの原単位で

も目標を達成している。 
 
■ 各項目の評価 
１）二酸化炭素排出量の削減 

二酸化炭素排出量の削減の目標を達成する事ができた。個別目標については電力に関しては

達成出来なかったが、その他のガソリン、軽油、都市ガスの項目おいて目標を達成する事が

できた。 
電力の目標が達成出来なかった主要因としては、現場事務所での使用量が増加したため。 
水道工事に関しては年々工事の大型化が進んでおり、長期に切れ目なく現場事務所が設置さ

れるため使用量が増えた。他にも例年設備工事は改修工事が多く数カ月の使用にとどまるが、

受注した工事が新築工事のため１年を通して使用した影響が出た。 
 

２）廃棄物排出量の削減 
廃棄物排出量の削減の目標を達成する事が出来なかった。個別目標については産業廃棄物に

おいて目標を達成出来なかったが、一般廃棄物は目標を達成する事ができた。 
産業廃棄物の目標が達成出来なかった要因としては、台風 15 号の災害復旧工事で産業廃棄

物が出た事が影響した。その他にも例年に比べて産業廃棄物が多く出る工事が影響した。 
 

３）総排水量の削減 
４）水使用量の削減 

目標を達成する事ができた。なお前年度に比べ少し使用量が減少した。 
生活用に限られており、これ以上の削減は難しいと思われるが、今後も引き続き節水を心が

けたい。 
 
５）グリーン購入 

目標を達成する事ができた。目標は達成したが対象外となる品目が多く、例年に比べて比率

が低下した。今後も積極的にグリーン商品の購入を行っていきたい。 
 
６）地域貢献活動 

目標を達成する事ができた。地元からも活動に対して感謝されており、今後も地域貢献活動

を継続的に行っていきたい。 
 
７）上水道工事延長 

目標を達成する事ができなかった。台風 15 号の災害復旧工事を優先させた為、工事延長が 
伸びなかった。 

 

● 次年度の環境経営計画 

次年度も今年度と同一内容の取組とし、追加などについて検討を行う。 
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８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無 
 
１）当社に適用となる主な環境関連法規 

遵守確認日：2023 年 9 月 1 日 
遵守確認者：平井 達哉  

法規等の名称 規制内容 遵守状況 

廃棄物処理法（委託基準の確認） 委託処理契約書、処理業者許可証 遵守 

・産業廃棄物処分業許可 産廃収集運搬業許可・更新 遵守 

・マニフェスト交付保管 
排出事業者 ：A,B2,D,E 票(5 年間保存) 
収集運搬業者：B1,C2 票  (5 年間保存) 遵守 

・管理票写しの送付確認 
収集運搬・処分から 90日、最終処分から 
180 日の期日までに返却の有無を確認 遵守 

・交付状況報告 前年度実績（毎年 6月 30 日まで） 遵守 

・保管基準 掲示板の表示（縦横 60cm 以上表示） 遵守 

静岡県・静岡市産業廃棄物に関する条例 産廃委託処理先の現地確認（年１回以上） 遵守 

リサイクル法（資源の３R 促進） 指定副産物（土砂・アス・コン塊） 遵守 

再生資源利用省令（解体、土、外構工事） 指定副産物の再生資源利用計画・実施 遵守 

指定副産物利用促進省令（＋型枠・木工） 指定副産物の再生資源利用計画・実施 遵守 

建設リサイクル法(新築及び解体改修工事) 指定副産物の再生資源利用計画・実施 遵守 

ＰＣリサイクル法 特定 OA 機器の廃棄（リサイクル委託） 遵守 

静岡市廃棄物の処理及び減量に関する条例 事業系一般廃棄物の処理 遵守 

騒音・振動規制法（県生活環境保全条例） 
特定作業事前届、特定施設の届け出(空調 

圧縮機 3.75kW 以上)、基準値遵守 
遵守 

フロン排出抑制法（回収破壊・漏洩防止） 業務用冷凍機器の簡易点検（四半期 1回） 遵守 

下水道法（公共下水道への排水） 公共下水道管理者への届出 遵守 

河川法（河川への排水） 河川管理者に届出 該当無 

浄化槽法(合併処理浄化槽） 設置届出、法定検査(第 11 条) 該当無 

消防法（アセチレンガス等の取扱い） アセチレンガス：40kg 以上、消防署届出 遵守 

高圧ガス保安法（高圧ガスボンベ使用） 溶接、熱切断用高圧ガスの保安基準 遵守 

労働安全衛生法（石綿障害予防規則） 石綿管の取扱作業 遵守 

石綿飛散漏洩防止対策徹底マニュアル 労働衛生３管理（作業環境・作業・健康） 遵守 

 
環境関連法規への遵守状況確認結果、違反はありません。 

 
２）環境関連法規への違反、控訴等の有無 

関連当局よりの違反等の指摘、及び利害関係者等の訴訟は、過去３年間ありません。 
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９．代表者による全体の評価と見直し・指示 
 

見直し日：2023 年 9 月 28 日 
 

【今年度の取り組み評価】 
今年度は、電力、産業廃棄物、上水道工事延長の 3 項目において達成することができな

かった。 
受注している工事が大型化している事で現場事務所の使用時間が増えた事と、熱中症予

防観点から常時冷房を使用し休憩所としても利用している事で電力量が増えた。 
また、昨年の台風１５号による災害復旧において、流木やゴミの除去に伴い産業廃棄物

の量も増えた。水管橋の落橋により大規模な断水もあったが、復旧作業に携わり資材搬

入から断水解除までを早期復旧することが出来た。 
目標を達成する事は出来なかったが、自然環境の変化や自然災害に迅速に対応し、安心

安全なライフラインの維持修繕に努めることが出来た。 
 
【今後の取り組みについて】 
工事の規模や施工場所、処分量等により実績数値に影響を受けやすく、今年度は顕著に

表れてしまったような気がします。目標値としている過去の数値を見直し、再設定した

いと思います。 
水道更新工事については引き続き積極的に受注し、ライフラインの保全に取り組んでい

きたいと思います。 
 
 
 
 

山武設備株式会社 
代表取締役 青木 茂篤 


